
 

 

［成 果 情 報 名］ ホスファターゼ欠損麹菌の育種により加熱処理不要でだし入り味噌が製造できる 

［要 約］ イノシン酸を分解する酸性ホスファターゼの主要なアイソザイム欠損麹

菌を育種するとともに、その他のアイソザイムの生産を抑制する製麹工程により、高温加

熱せずにだし入り味噌の製造が可能となる。だし入り味噌の高品質化、低コスト化につな

がる。  
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［背景・ねらい］ 

消費者の嗜好と利便志向に合わせて、核酸系調味料（イノシン酸等を含有）を添加した調

味味噌が製造されている。核酸系調味料の旨味成分の分解防止のため、現状では 80℃15 分

間以上の高温加熱処理による、味噌中の麹菌酸性ホスファターゼの失活が不可欠である。

一方で、加熱臭による風味低下が問題となっている。そこで麹菌（Aspergillus oryzae）の

ホスファターゼ生産機構を解明し、ホスファターゼ低生産麹菌の作出・使用により高温加

熱処理工程を回避することにより、高品質な調理味噌が製造可能であり、且つ低コスト省

エネルギー型の新規な製造技術の開発を目指した。  

 

［成果の内容・特徴］ 

１．麹菌ゲノム解析株（A. oryzae RIB40）のゲノム情報中には、リン酸存在下で発現が抑

制される酸性ホスファターゼ様遺伝子と相同的な遺伝子 13 種類（aphA-M と命名）が見

出される。  

２．味噌用低ホスファターゼ実用株 KBN8048 のホスファターゼ様遺伝子 aphA-M をリアル

タイム PCR 装置を用いて発現量を定量化すると、米麹で発現量の高い８遺伝子と豆麹で

高い５遺伝子に分類される。  

３．前者は米麹へのリン酸添加量に依存して遺伝子発現が抑制される。一方、後者の中で

最も遺伝子発現量が多く、麹菌の主要なイノシン酸分解酵素の遺伝子 aphC は、米麹へ

のリン酸添加によりその遺伝子発現量が増大する。（図１、表１）。 

４．KBN8048 及びその aphC 遺伝子欠損セルフクローニング株を用いた米麹培養を行い、

それらへのリン酸添加を行うと、特に aphC 遺伝子欠損株で濃度に応じて酸性ホスファ

ターゼ活性及びイノシン酸分解活性が低下する（図２）。  

５． aphC 遺伝子が欠失した麹菌株を育種すれば、製麹助剤であるリン酸塩を添加して製

麹を行い、醸造した味噌は、イノシン酸分解活性が低く、高温加熱せずにだし添加でき

ると期待される。  

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．aphC 変異株は、培地へのリン酸添加で酸性ホスファターゼ活性が親株よりも低下する

変異株の中から選択可能である。 

２．味噌用実用株として味噌メーカーに提供するためには、保存菌株の調査や変異処理に

より低ホスファターゼ株を育種選択していくことが必要であり、さらに味噌メーカーで

の実証試験が必要である。 

３．今後、種麹メーカー等で本提案の育種法の実証が必要となる。  

 

-60-



 

 

［具体的データ］ 
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図 １ KBN8048 株 における酸 性 ホスファターゼ遺 伝 子 のリン酸 添 加 による遺 伝 子 発 現 への影 響  

リアルタイム PCR 装置により遺伝子発現量を定量的に測定した。ここでは一部の遺伝子

について示した。横軸はリン酸添加量で、α化米に添加したリン酸水溶液の濃度、縦軸

は PCR 液中に存在する鋳型 cDNA のコピー数を示す。 

 

図 ２ KBN8048 及 びその aphC 遺 伝 子 欠 損 セ

ルフクローニング株 を用 いた米 麹 培 養 のリン酸

添 加 による酵 素 活 性 への影 響  

酸性ホスファターゼ活性及びイノシン酸

分解活性を示した。リン酸添加量は、α化

米に添加したリン酸水溶液の濃度  
 

表１．麹菌酸性ホスファターゼ遺伝子

のリン酸添加による発現変化 
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